
③
高
松
市
国
保
だ
け
は
心
電
図

検
診
が
で
き
る
。

住
民
の
要
望
か
ら
市
が
予
算

を
つ
け
た
か
ら
で
す
。
で
も
利

用
者
が
減
る
と
、
こ
の
独
自
予

算
は
消
え
事
業
は
中
止
さ
れ
ま

す
。
逆
に
心
臓
病
の
早
期
発
見

の
た
め
に
、
他
の
市
町
村
や
扶

養
家
族
も
要
望
し
年
一
回
の
心

電
図
検
査
を
実
施
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

④
各
自
の
支
払
う
健
康
保
険
料

は
受
診
者
が
増
え
る
と
安
く

な
る
。

こ
の
健
診
シ
ス
テ
ム
は
受
診

率
競
争
を
し
て
い
ま
す
。
受
診

率
が
低
い
と
、
そ
の
保
険
組
合

は
負
担
金
が
増
額
し
、
各
自
の

保
険
料
は
上
が
り
ま
す
。
逆
に

高
い
と
保
険
料
は
低
下
し
ま

す
。
ま
た
国
は
、
受
診
率
の
低

い
状
態
が
続
け
ば
、
こ
の
健
診

事
業
自
体
を
中
止
し
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
そ
の
金
は
保
健
医
療
福

祉
以
外
に
使
わ
れ
る
わ
け
で

す
。	

（
次
号
に
続
き
ま
す
。）

満
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
等
）
を

早
期
発
見
し
、
早
期
の
改
善
を

自
分
自
身
で
行
う
と
共
に
保
健

師
、
栄
養
士
、
か
か
り
つ
け
医

が
支
援
す
る
か
ら
で
す
。
国
の

調
査
に
よ
る
と
香
川
県
は
平
均

の
非
健
康
状
態
期
間
（
健
康
上

の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ

れ
る
期
間
）
が
国
の
平
均
期
間

よ
り
長
く
九
・
九
一
年
間
、
女

性
一
三
・
五
四
時
間
と
算
出
さ

れ
て
い
ま
す
（
表
）。
温
暖
な

土
地
の
香
川
県
、
せ
め
て
国
平

均
近
く
に
な
る
よ
う
健
康
寿
命

を
延
ば
し
た
い
も
の
で
す
。

TEL（087）833-8115
TEL（087）888-7172
TEL（087）812-5331
TEL（087）812-6301

組 合 員 活 動 部
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一人平均出資金額	 19,993円
	 （2016年3月31日現在）
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健
康
寿
命
を
出
来
る
だ
け
延

ば
し
、
健
康
で
長
生
き
の
で
き

る
楽
し
い
人
生
を
目
指
す
、
特

定
健
診
を
受
け
ま
せ
ん
か
？

健
康
診
査
は
、
個
人
が
自
発

的
に
受
け
る
人
間
ド
ッ
ク
、
会

社
員
な
ど
の
事
業
所
検
診
、
自

営
業
者
等
の
市
町
村
国
保
健

診
、
子
息
の
加
入
保
険
か
ら
の

被
扶
養
者
健
診
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
全
健
診
の
基
礎
に

特
定
健
診
、
い
わ
ゆ
る
メ
タ
ボ

健
診
が
あ
り
ま
す
。

特
定
健
診
の
目
的
は
唯
一

つ
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
を
出

来
る
だ
け
予
防
し
、
誰
も
が
心

身
共
に
健
や
か
な
人
生
を
最
後

ま
で
お
く
れ
る
よ
う
応
援
す
る

こ
と
で
す
。
今
ま
で
何
も
大
病

を
し
た
こ
と
が
な
い
人
、
病
院

や
薬
に
頼
ら
ず
食
養
生
や
運
動

を
実
践
し
て
い
る
あ
な
た
が
対

象
で
す
。

１
．
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
か
？

①
ま
ず
費
用
が
安
い
。

一
般
に
健
康
診
査
は
「
大
き

な
綺
麗
な
病
院
」
は
勿
論
、
当

院
で
も
健
康
保
険
の
適
用
が
な

く
結
構
高
額
で
す
。
で
も
こ
の

特
定
健
診
は
税
金
や
各
種
健
康

保
険
団
体
が
負
担
し
て
お
り
、

自
己
負
担
額
は
と
て
も
安
い
で

す
。

②
こ
の
健
診
に
よ
り
「
寝
た
き

り
を
ほ
ぼ
予
防
」
で
き
ま
す

（
図
）。
ま
た
「
認
知
症
も
か

な
り
予
防
」
で
き
ま
す
。

こ
の
健
診
は
、
寝
た
き
り
原

因
第
一
位
の
脳
卒
中
を
始
め
、

心
筋
梗
塞
、
腎
臓
病
、
関
節
疾

患
な
ど
の
リ
ス
ク
（
喫
煙
、
肥

健
診
を
健
康
に
つ
な
げ
よ
う（
上
）

健診担当医
山崎 紀美

★善通寺診療所
特定健康診査・後期高齢者健康診査
6月〜10月
胃がん・大腸がん・前立腺がん検診
6月〜10月
★生協みき診療所
（支部の自治体交渉で実施期間が広がりました）
特定健康診査・後期高齢者健康診査
6月〜９月
前立腺がん検診
6月〜９月
※�高松平和病院・高松協同病院・善通寺診
療所・生協みき診療所とも、　全国健康保
険協会（協会けんぽ）の生活習慣病予防
健診がお受け頂けます。

健 康 診 査 の お 知 ら せ日
時　
六
月
二
十
六
日
（
日
）
午
後
一
時
～
午
後
四
時
半

場
所　
ホ
テ
ル　
パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン

香
川
県
高
松
市
福
岡
町
二
丁
目
二
ー
一 

☎
〇
八
七
ー
八
二
一
ー
八
五
〇
〇

一
号
議
案　
二
〇
一
五
年
度
ま
と
め
と
二
〇
一
六
年
度
方
針
の
件

二
号
議
案　
二
〇
一
五
年
度
事
業
報
告
・
決
算
関
係
書
類
承
認
の
件

三
号
議
案　
二
〇
一
六
年
度
の
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
決
定
の
件

四
号
議
案　
役
員(

理
事
・
監
事)

選
任
の
件

五
号
議
案　
役
員
報
酬（
理
事・監
事
）報
酬
限
度
額
お
よ
び
退
職
金
支
給
の
件

六
号
議
案　
香
川
医
療
生
協
五
か
年
計
画（
二
〇
一
六
～
二
〇
二
〇
）承
認
の
件

七
号
議
案　
総
代
選
挙
規
約
一
部
変
更
の
件

第
三
十
七
期
通
常
総
代
会
の
お
知
ら
せ

表　平均寿命と健康寿命の差は
健康上の問題で日常生活が制限される期間（H22データ）
全国
順位

男　性
平均寿命と健康寿命の差（年）

全国
順位

女　性
平均寿命と健康寿命の差（年）

1 秋田 7.79（78.26-70.46） 1 群馬 10.61（85.89-75.27）
2 茨城 7.82（79.14-71.32） 2 栃木 10.87（85.73-74.86）
3 愛知 8.04（79.79-71.74） 3 静岡 10.90（86.21-75.32）
… … … … … …
44 香川 9.91（79.78-69.86） 41 香川 13.54（86.30-72.76）
… … … … … …

平均 9.13（79.55-70.42） 平均 12.68（86.30-73.62）

脳卒中
21%

認知症
15%高齢による衰弱

13%
関節疾患
11%骨折・転倒

10%

心疾患
6%

その他
24%

図　寝たきりの原因

出典：平成22年度　厚生省調査
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（
１
）
健
康
づ
く
り
・
ま
ち
づ

く
り
を
す
す
め
、
地
域
で
医

療
生
協
の
魅
力
を
広
げ
る

健
康
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と

し
て
、
す
べ
て
の
自
治
体
の
後

援
を
得
て
、
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
支
部
に

よ
っ
て
は
、
学
童
へ
の
声
か
け

を
行
い
、
キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ

も
広
が
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
で
は
、
七
割
の

支
部
で
つ
な
が
り
マ
ッ
プ
作
り

が
行
わ
れ
、
地
域
の
つ
な
が
り

状
況
を
見
え
る
化
し
、
新
た
な

つ
な
が
り
づ
く
り
に
と
り
く
む

支
部
も
出
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
三
割
の
支
部
で
居
場
所
づ

く
り
や
カ
フ
ェ
活
動
な
ど
に
取

り
組
ん
で
、
地
域
の
集
い
場
作

り
に
貢
献
し
ま
し
た
。
そ
の

際
、
他
団
体
と
一
緒
に
取
り
組

ん
で
、
つ
な
が
り
を
広
げ
た
支

部
も
あ
り
ま
し
た
。

五
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
二
十
四

時
間
蓄
尿
塩
分
調
査
に
は
八
十
一

名
の
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
に

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
２
）
共
に
医
療
生
協
の
運
動

や
事
業
を
担
う
職
員
づ
く
り

い
の
ち
の
章
典
の
学
習
会
を

事
業
所
で
行
い
、
日
常
の
活
動

が
章
典
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
、
確
信
と
し
ま

し
た
。
バ
デ
ィ
行
動
を
さ
ら
に

進
め
る
た
め
、
今
回
始
め
て
エ

リ
ア
ご
と
に
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会

を
設
定
し
ま
し
た
。
支
部
と
職

場
と
で
共
同
行
動
の
計
画
を
た

て
実
践
し
ま
し
た
。

看
護
師
の
夜
勤
体
制
が
厳
し

く
な
っ
て
お
り
、
働
き
続
け
ら

れ
る
職
場
づ
く
り
に
む
け
て
、

平
和
病
院
一
般
病
棟
で
の
二
交

代
勤
務
の
導
入
も
試
行
し
て
い

ま
す
。

医
師
労
働
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
医
師
事
務
支
援
を
充
実
さ

せ
、
診
療
現
場
で
の
カ
ル
テ
の

代
行
入
力
も
行
っ
て
い
ま
す
。

（
３
）
平
和
・
憲
法
、
い
の
ち
・

く
ら
し
を
守
る
取
り
組
み

戦
争
に
つ
な
が
る
安
保
法
案

に
反
対
す
る
取
り
組
み
を
各
地

で
お
こ
な
い
ま
し
た
。
事
業
所

や
地
域
で
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

や
白
衣
の
街
頭
宣
伝
を
行
い

ま
し
た
。
安
保
法
案
（
戦
争

法
案
）
に
反
対
す
る
署
名
は

三
二
五
五
名
分
を
集
め
、
国
会

に
提
出
し
ま
し
た
が
、
強
行
採

決
さ
れ
ま
し
た
。
法
案
が
通
っ

た
後
で
も
、
地
域
や
事
業
所
で

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
憲
法
カ

フ
ェ
な
ど
が
続
い
て
い
ま
す
。

十
一
月
に
松
山
で
行
わ
れ
た

原
発
ゼ
ロ
の
集
会
に
、
十
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

医
療
生
協
も
協
力
し
て
集
め

た
調
剤
薬
局
へ
の
無
料
低
額
診

療
の
拡
充
に
つ
い
て
の
署
名

は
、
六
四
一
一
名
分
を
高
松
市

議
会
に
提
出
し
ま
し
た
が
、
賛

成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

被
爆
七
十
周
年
の
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
や
高
齢
者
大
会
へ

の
代
表
派
遣
に
取
り
組
み
ま
し

た
。震

災
支
援
活
動
で
は
福
島
の

現
状
を
知
る
機
会
と
な
っ
た
全

国
交
流
集
会
に
代
表
を
派
遣

し
、
福
島
の
物
産
品
の
販
売
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

（
４
）
中
長
期
計
画
づ
く
り
と
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
経

営
基
盤
づ
く
り

二
〇
二
〇
年
に
向
け
た
長
期

計
画
案
を
つ
く
り
ま
し
た
。
地

域
包
括
ケ
ア
に
対
応
す
る
事
業

形
態
に
変
化
す
る
こ
と
、
赤
字

事
業
所
の
経
営
再
建
及
び
医
師

確
保
が
中
心
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

法
人
全
体
で
は
三
期
連
続
の

赤
字
を
回
避
し
、
わ
ず
か
で
す

が
黒
字
化
を
達
成
し
ま
し
た
。

事
業
所
利
用
で
は
、
支
部
の

活
動
、
班
の
活
動
と
連
動
し
て

健
診
受
診
に
つ
な
が
っ
た
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

（
５
）
そ
の
他
の
取
り
組
み

ネ
パ
ー
ル
の
大
地
震
や
洪
水	

被
害
に
対
し
募
金
活
動
を
行
い
、	

ネ
パ
ー
ル
に
は
十
四
万
六
千
四	

百
九
十
四
円
を
、
洪
水
被
害
三	

生
協
に
は
七
万
六
千
六
百
九
十	

二
円
を
、
東
北
震
災
支
援
・

子
ど
も
応
援
団
募
金
に
は

三
万
九
千
五
百
六
十
八
円
を
医

療
福
祉
生
協
連
を
通
じ
て
現
地

に
送
り
ま
し
た
。

★
「
香
川
医
療
生
協
の
地
域
包

括
ケ
ア
」
め
ざ
し
三
つ
の

「
つ
く
ろ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

で
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
！

ご家族やお知り合いの組合員の死亡・転居のご連絡にご協力ください。【連絡先：法人総務部　087-833-8956】

二
〇
一
五
年
度
の
取
り
組
み

マ
ッ
プ
作
り
を
力
に
、
支
部
や
事
業
所
の
役
割
を
見
え
る

化
し
、
実
践
の
中
で
活
動
を
ひ
ろ
げ
た
一
年
で
し
た
。

★
日
本
国
憲
法
が
活
き
る
平
和

な
社
会
を
め
ざ
し
、
学
び
、

広
げ
、
連
帯
す
る

私
た
ち
は
時
代
の
大
き
な
変

化
の
中
に
い
ま
す
。
と
り
わ

け
、
生
活
の
根
本
に
根
付
い
て

い
る
憲
法
が
、
大
き
く
揺
さ
ぶ

ら
れ
て
お
り
、
立
憲
主
義
を
取

二
〇
一
六
年
度
方
針

テ
ー
マ
「
協
同
の
力
で
、
い
の
ち
輝
く
社
会
を
つ
く
る
」

香
川
医
療
生
活
協
同
組
合
五
カ
年
計
画（
案
）の
概
要

●
は
じ
め
に

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者

と
な
る
二
〇
二
五
年
に
向
け
、

国
は
社
会
保
障
費
削
減
へ
と
大

ナ
タ
を
振
る
い
、
年
金
・
医

療
・
介
護
の
分
野
に
自
助
努
力

を
強
要
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
政
策
動
向
の
中

で
診
療
報
酬
や
介
護
報
酬
も
下

げ
ら
れ
て
き
て
お
り
、
各
事
業

所
と
も
生
き
残
り
を
か
け
て
対

応
し
て
い
ま
す
。

香
川
医
療
生
協
も
改
定
の
影

響
や
人
件
費
の
増
大
、
消
費
税

の
引
き
上
げ
の
影
響
で
、
経
営

環
境
は
大
き
く
悪
化
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
幹
部
職
員
の
定
年

が
次
々
に
訪
れ
て
お
り
、
世
代

交
代
も
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か

で
、
地
域
ご
と
の
地
域
包
括
ケ

ア
の
具
体
化
、
総
合
事
業
計
画

な
ど
へ
の
対
応
が
必
要
と
な

り
、
今
後
の
報
酬
改
定
や
消
費

税
の
さ
ら
な
る
引
き
上
げ
も
控

え
て
い
る
中
で
、
医
師
体
制
の

今
後
も
考
慮
し
た
新
し
い
計
画

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
の
ち
の
章
典
を
実
践
す

る
、
質
の
良
い
医
療
や
介
護
の

展
開
に
つ
い
て
、
経
営
改
善
も

は
か
り
な
が
ら
地
域
の
中
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
医
療
生
協
の

事
業
所
と
し
て
存
在
し
続
け
る

た
め
、
今
回
の
計
画
を
策
定
す

る
も
の
で
す
。

今
回
の
五
か
年
計
画
の
ポ
イ

ン
ト
は
次
の
三
点
に
な
り
ま
す
。

●
医
療
生
協
の
地
域
包
括
ケ
ア

を
実
現
す
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は

地
域
の
力
を
使
っ
て
、
安
上
が

り
な
見
守
り
シ
ス
テ
ム
を
つ
く

ろ
う
と
発
想
さ
れ
た
も
の
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
医
療
生
協

で
は
、
ず
っ
と
以
前
よ
り
地
域

ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り
、
安
心

し
て
く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

掲
げ
て
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
地
域
の
困

り
ご
と
を
、
人
権
を
守
る
視
点

で
、
協
同
の
力
、
助
け
合
い
の

力
で
問
題
解
決
を
す
る
の
は
、

私
た
ち
の
得
意
分
野
で
す
。
事

業
所
と
支
部
が
一
緒
に
な
っ
て

組
合
員
の
生
活
全
般
を
支
え
る

仕
組
み
を
作
る
の
が
医
療
生
協

の
地
域
包
括
ケ
ア
の
姿
で
す
。

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
事

業
所
や
地
域
の
支
部
が
、
ど
の

よ
う
に
他
の
事
業
所
や
団
体
と

つ
な
が
っ
て
行
く
か
を
組
合
員

と
職
員
で
考
え
て
行
く
事
が
必

要
で
す
。
事
業
所
と
し
て
は
、

通
所
系
・
訪
問
系
の
事
業
所
の

再
編
、
高
齢
者
住
宅
の
検
討
な

ど
、
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
施

設
体
系
に
い
か
に
対
応
し
て

行
く
の
か
提
案
し
て
い
ま
す
。	

第
37
期
通
常
総
代
会
第
１
号
議
案

セラバンド体操（いきいきげんき会木太の皆さん）
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月　日 行進コース（集合・出発）
5/22(日) 愛媛県境引き継ぎ式 12:00~12:15

出発 愛媛県境 12:20
終結 JR観音寺駅 16:30

5/23(月) 出発 観音寺市役所 9:15
出発 三豊市役所 13:00
終結 善通寺市役所 16:00

5/24(火) 出発 琴平町役場 9:15
出発 琴電岡田駅 13:00
終結 綾川町役場 15:30

5/25(水) 出発 善通寺市役所 9:15
出発 多度津町役場 12:30
終結 丸亀市役所経由坂出市役所 16:30

5/26(木) 出発 坂出市役所 9:15
出発 JR国分駅 13:15
終結 香川県庁 16:30

5/27(金) 出発 医療生協コムコム会館 9:15
終結 三木町役場 12:15

5/28(土) 出発 医療生協コムコム会館 13:15
終結 田町交番所前 15:00

5/29(日) 集合 内海フェリー 9:15
出港（9:30）→草壁港着（10:40）
出発 池田イマージュセンター 14:00

月　日 行進コース（集合・出発）
5/29(日) 終結 土庄港 16:00
5/30(月) 出発 塩江町支所 9:15

出発 香川町支所 13:00
終結 医療生協コムコム会館 16:00

5/31(火) 出発 直島行フェリー乗り場 9:15
出港（10:14）→宮浦港着（11:15）
本村港着（13:00）→出港（14:15）

6/ １(水) 出発 琴電円座駅 10:00
終結 医療生協コムコム会館 12:00

6/ ２(木) 出発 高松市役所 9:15
出発 牟礼支所 13:00
終結 JR志度駅 15:00

6/ ３(金) 出発 さぬき市役所 9:15
出発 JR津田駅 13:00
終結 JR丹生駅 16:00

6/ ４(土) 出発 JR丹生駅 9:15
出発 東かがわ市役所 13:00
終結 JR引田駅 15:30

6/ ５(日) 出発 JR引田駅 10:15
終結 徳島県境（引き継ぎ式） 12:00

出発式に各自治体の代表者が激励の挨拶に来られますの
で15分前に集合です。

り
戻
す
こ
と
が
、
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で

も
戦
後
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
を
、
憲
法
守
れ
の
具
体

的
な
行
動
に
結
び
つ
け
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
帯
構
成
の
変
化
の

中
で
、
一
人
ぼ
っ
ち
の
高
齢
者

を
つ
く
ら
な
い
、
困
っ
た
と
き

は
お
互
い
様
、
高
齢
者
も
子
ど

も
も
パ
パ
も
マ
マ
も
集
ま
れ
る

よ
う
な
、
様
々
な
「
場
づ
く

り
」
が
必
要
で
す
。
支
え
合
い

の
力
が
発
揮
で
き
る
生
協
と
い

う
有
利
な
条
件
を
活
か
し
て
、

組
合
員
や
地
域
の
人
々
の
つ
な

が
り
を
作
っ
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
１
）
い
の
ち
と
く
ら
し
を
支

え
る
事
業
基
盤
の
構
築
と
、

経
営
の
改
善
を
し
ま
す
。

香
川
医
療
生
協
の
地
域
包
括

ケ
ア
と
は
、
単
に
行
政
の
お
先

棒
を
担
ぐ
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
医
療
生
協
が
以
前
か
ら

行
っ
て
い
た
、
地
域
で
住
み
続

け
ら
れ
る
た
め
の
支
え
合
い
の

仕
組
み
づ
く
り
を
総
合
的
に
発

展
さ
せ
た
も
の
で
す
。
し
か

し
、
全
県
一
律
の
も
の
で
は
な

く
、
支
部
単
位
な
ど
の
生
活
圏

域
を
対
象
と
し
た
支
え
合
い
が

基
本
で
す
の
で
、
地
域
に
よ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
形
を
作
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
組
合
員

と
事
業
所
の
職
員
で
一
緒
に

な
っ
て
地
域
包
括
ケ
ア
を
考
え

ま
す
。
総
合
事
業
に
も
積
極
的

に
か
か
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
活
動
を
進
め
る
上
で

も
、
安
定
し
た
経
営
が
必
要
で

す
。
赤
字
事
業
所
の
立
て
直
し

に
力
を
注
ぐ
と
同
時
に
、
訪
問

事
業
な
ど
の
再
編
強
化
を
行

い
、
必
要
な
剰
余
の
確
保
に
努

め
ま
す
。
さ
ら
に
、
経
営
の
基

盤
と
な
る
医
師
の
確
保
も
、

五
万
組
合
員
の
協
力
で
進
め
て

い
き
ま
す
。

（
２
）
健
康
づ
く
り
を
通
し

て
、
く
ら
し
と
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
し
ま
す
。

香
川
医
療
生
協
は
、
設
立
以

来
地
域
の
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
ア
ピ
ー
ル
は
弱
い
よ
う
で

す
。
専
門
家
も
一
緒
に
な
っ
て

進
め
る
地
域
の
健
康
づ
く
り
運

動
は
、
世
界
的
に
も
例
が
な

く
、
注
目
を
集
め
て
お
り
、
こ

の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
平

和
病
院
と
協
同
病
院
は
昨
年
Ｈ

Ｐ
Ｈ
に
登
録
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
間
取
り

組
ん
で
い
る
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
規
模
も
大
き
く
な
り
、
結
果

を
ま
と
め
て
、
地
域
や
行
政
に

お
知
ら
せ
し
て
い
く
こ
と
を
強

め
ま
す
。

健
康
の
源
で
あ
る
食
生
活
の

見
直
し
は
、「
た
の
し
く
、
お

い
し
く
、
な
が
く
」
続
け
ら
れ

る
取
り
組
み
と
す
る
た
め
、
栄

養
士
な
ど
の
専
門
家
の
力
も
借

り
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

暮
し
助
け
合
い
の
活
動
や
居

場
所
づ
く
り
な
ど
、
組
合
員
や

地
域
の
方
に
役
立
つ
取
り
組
み

を
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
で
広
げ
て

い
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
記
憶
を
風

化
さ
せ
ず
、
原
発
ゼ
ロ
の
取
り

組
み
を
続
け
ま
す
。

（
３
）
生
活
の
基
盤
は
平
和
な

社
会
で
あ
っ
て
こ
そ
。
憲
法

の
精
神
を
活
か
す
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。

社
会
保
障
の
充
実
を
求
め
る

取
り
組
み
や
憲
法
を
守
り
安
全

保
障
関
連
法
の
廃
止
を
求
め
る

取
り
組
み
を
強
め
ま
す
。

（
４
）
生
活
圏
域
で
地
域
包
括
ケ

ア
を
担
う
支
部
に
な
り
ま
す
。

三
つ
の
つ
く
ろ
う
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
さ
ら
に
広
げ
生
活
圏
域
で

の
支
部
づ
く
り
を
し
ま
す
。

昨
年
度
取
り
組
ん
だ
つ
な
が

り
マ
ッ
プ
で
は
支
部
の
課
題

の
「
見
え
る
化
」
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
今
年
度
は
そ
こ
か
ら

発
展
さ
せ
、
支
部
活
動
の
「
見

せ
る
化
」
に
発
展
さ
せ
ま
す
。

「
何
が
で
き
る
か
」
か
ら
、「
こ

れ
が
で
き
る
」
と
言
え
る
よ
う

な
も
の
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し

ま
す
。

（
５
）「
い
の
ち
の
章
典
」を
実
践

す
る
人
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

医
療
生
協
の
「
患
者
の
権
利

章
典
」
か
ら
「
い
の
ち
の
章

典
」
に
発
展
し
て
以
降
、
さ
ま

ざ
ま
な
実
践
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
よ
り
一
層
す
す
め
て
い

く
た
め
に
も
、「
い
の
ち
の
章

典
」
の
学
習
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

教
育
学
習
月
間
（
六
月
～
七

月
）
を
利
用
し
、
学
ぶ
こ
と
を

重
視
し
ま
す
。
そ
の
際
、
憲
法

を
理
解
し
、
社
会
保
障
を
大
事

に
す
る
視
点
で
学
び
ま
す
。

組
合
員
活
動
部
の
役
割
を
、

地
域
包
括
ケ
ア
時
代
に
対
応
す

る
か
た
ち
に
変
え
て
い
き
ま

す
。
班
や
支
部
の
お
世
話
係
で

は
な
く
、
事
業
と
組
合
員
活
動

の
連
携
、
医
療
生
協
と
自
治
体

や
地
域
の
団
体
と
の
連
携
・
調

整
を
行
い
、
問
題
解
決
を
図
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を

果
た
し
て
も
ら
う
た
め
、
班
運

営
の
自
立
百
％
を
め
ざ
し
ま
す
。

新
専
門
医
制
度
を
見
据
え
、

医
師
の
確
保
と
養
成
に
つ
な
が

る
、
専
門
医
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の

対
応
、
大
学
病
院
な
ど
と
の
協

力
体
制
を
作
り
ま
す
。

●
大
型
投
資
に
備
え
る
財
務
体

質
に
な
ろ
う

平
和
病
院
も
築
三
十
年
を
超

え
ま
し
た
。
十
年
後
に
は
建
て

替
え
な
ど
の
大
き
な
投
資
が
必

要
な
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
現
在
の
累
積

赤
字
を
解
消
し
、
資
金
を
準
備

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
理
念
に
共
感
す
る
職
員

を
確
保
し
、
養
成
す
る
た
め
に

も
、
安
定
的
に
剰
余
の
出
せ
る

経
営
に
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
赤

字
の
事
業
所
の
再
建
を
図
っ
て

い
く
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

●
計
画
を
支
え
る
基
礎
と
な
る
医

師
の
確
保
を
成
功
さ
せ
よ
う

幹
部
の
定
年
は
医
師
に
も
及

ん
で
い
ま
す
。
定
年
後
も
引
き

続
き
勤
務
を
続
け
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
が
、
何
十
年
も
続
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
間
、
香
川

医
療
生
協
は
地
域
の
要
求
に
応

え
る
べ
く
医
療
施
設
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。
医
師
の
受
け
入

れ
も
続
け
て
来
ま
し
た
が
、
定

着
と
い
う
点
で
は
課
題
を
残
し

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
こ
れ

ま
で
展
開
し
た
施
設
の
維
持
す

ら
厳
し
く
な
り
始
め
て
い
ま

す
。
十
年
後
を
見
据
え
、
毎
年

一
名
以
上
の
医
師
の
確
保
は
最

重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

五
万
組
合
員
の
力
を
結
集
し

て
、
医
師
や
医
学
生
の
紹
介
を

進
め
て
行
く
事
を
求
め
て
い
ま

す
。

2016年原水爆禁止国民平和大行進北四国コース・香川県内コース日程表

昨日の平和行進　ハーモニーでお接待
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●
事
業
内
容

地
域
密
着
型
通
所
介
護

営
業
日
／
月
曜
～
金
曜

（
土
日
祭
日
は
休
み
）

営
業
時
間
／
九
時
三
十
分
～

十
六
時
四
十
五
分

利
用
定
員
／
十
五
名

二
〇
〇
九
年
十
月
に
「
誰
も

が
安
心
し
て
居
ら
れ
る
居
心
地

の
良
い
場
所
」
を
め
ざ
し
て
開

設
し
、
お
か
げ
さ
ま
で
七
年
目

を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

開
設
当
初
は
定
員
十
名
で
し
た

が
、
利
用
者
様
も
増
え
、
定
員

十
五
名
に
な
り
ま
し
た
。
利
用

時
間
も
九
時
三
十
分
～
十
六
時

四
十
五
分
と
法
人
内
で
も
一
番

利
用
時
間
が
長
い
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
一
人
暮
ら
し
の
方

や
、
ご
家
族
が
仕
事
な
ど
の
都

合
で
家
に
い
な
い
方
に
は
大
変

喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

医
療
生
協
玉
藻
支
部
の
組
合

員
セ
ン
タ
ー
と
併
設
し
て
お

り
、
組
合
員
さ
ん
と
の
交
流
も

あ
り
、様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
も
来
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
生
き
が
い
を
持
て
る
よ

う
主
体
性
を
大
切
に

施
設
が
時
間
に
合
わ
せ
て

「
○
○
し
て
下
さ
い
」
と
言
う

介
護
で
は
な
く
、「
一
人
一
人

の
○
○
が
し
た
い
」
と
い
う
気

持
ち
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
様
に
と
、
頑
固
に
こ
だ

わ
っ
て
い
ま
す
。

入
浴
も
個
浴
で
、
一
人
一
人

音
楽
を
か
け
た
り
し
て
、
好
き

な
時
間
に
入
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
も
利
用
者

様
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
反
映
さ

せ
、
お
す
し
、
う
ど
ん
、
鍋
、

お
好
み
焼
き
な
ど
自
分
の
食
べ

た
い
も
の
が
食
べ
ら
れ
、
楽
し

み
に
休
ま
ず
に
利
用
さ
れ
て
い

る
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

屋
外
で
の
機
能
訓
練
も
行

い
、
病
院
の
中
で
は
な
か
な
か

歩
く
気
に
な
ら
な
い
方
も
、
綺

麗
な
お
花
や
景
色
が
見
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
は
見
違
え
る
よ
う
に

元
気
に
歩
か
れ
ま
す
。

●
利
用
者
様
の
人
生
に
寄

り
添
う

ス
ー
パ
ー
に
お
買
い
物
、
喫

茶
店
や
お
寺
参
り
、
園
芸
セ
ン

タ
ー
な
ど
社
会
参
加
も
し
て
い

ま
す
。
三
十
年
ぶ
り
に
喫
茶
店

に
行
っ
た
方
や
、
二
十
年
ぶ
り

に
海
を
見
た
方
、
何
十
年
ぶ
り

に
お
花
見
に
お
弁
当
を
持
っ
て

出
か
け
た
方
、
社
員
旅
行
以
来

久
し
ぶ
り
に
皆
で
出
か
け
た

方
、
本
当
に
毎
日
感
動
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
季
節
の

行
事
や
職
員
の
仮
装
大
会
な

ど
、
涙
を
流
し
な
が
ら
大
笑
い

す
る
な
ど
、
笑
い
の
絶
え
な
い

毎
日
で
す
。

誕
生
会
で
は
一
人
一
人
、

ケ
ー
キ
の
ろ
う
そ
く
を
吹
き
消

し
て
も
ら
い
皆
さ
ん
か
ら
お
祝

い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
泣
き
崩

れ
る
方
も
多
く
い
ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
木
太
協
同
に
来
る
事

を
生
き
が
い
に
さ
れ
て
い
る
方

が
多
く
、
本
当
に
あ
り
が
た
い

限
り
で
す
。

高
齢
に
な
り
介
護
が
必
要
に

な
っ
て
も
、
あ
り
の
ま
ま
の
自

分
で
そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
居
場
所

と
し
て
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
木
太

協
同
を
作
り
た
い
で
す
。

読
者
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち

は
。
今
日
は
骨
粗
し
ょ
う
症

に
関
連
し
た
骨
折
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。

現
在
、
日
本
で
は
約

一
三
〇
〇
万
人
の
骨
粗
し
ょ

う
症
の
人
が
い
て
、
閉
経
後

女
性
に
至
っ
て
は
お
よ
そ
二

人
に
ひ
と
り
は
骨
粗
し
ょ
う

症
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
あ
な
た
自
身
か
お
隣
さ

ん
の
ど
ち
ら
か
は
骨
粗
し
ょ

う
症
、
と
い
う
具
合
で
す

ね
。
こ
れ
は
高
血
圧
の
人
よ

り
は
若
干
少
な
い
け
れ
ど
、

糖
尿
病
の
人
よ
り
多
い
数
字

で
す
。

そ
ん
な
非
常
に
身
近
な
疾

患
で
あ
る
骨
粗
し
ょ
う
症
に

よ
っ
て
骨
は
も
ろ
く
な
っ
て

し
ま
い
、
そ
れ
ま
で
は
大
丈

夫
だ
っ
た
よ
う
な
軽
い
衝
撃

で
も
骨
折
を
起
こ
し
て
し
ま

う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
ぜ
い
弱
性
骨
折
と
い
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
特
に
多
い

四
つ
の
骨
折
、
す
な
わ
ち

脊
椎
椎
体
骨
折
（
背
骨
）、

大
腿
骨
近
位
部
骨
折
（
太
も

も
の
付
け
根
）、
橈
骨
遠
位

端
骨
折
（
手
首
）、
上
腕
骨

近
位
端
骨
折
（
腕
の
付
け

根
）
を
四
大
骨
折
と
呼
ん
で

い
ま
す
。
特
に
多
い
の
が
椎

体
骨
折
と
大
腿
骨
近
位
部
骨

折
で
、
こ
の
ふ
た
つ
は
歩
く

た
め
に
非
常
に
重
要
な
部
分

の
骨
折
な
の
で
、
治
療
・
リ

ハ
ビ
リ
に
も
時
間
が
か
か
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
骨
折
を
一
度
起
こ

し
た
患
者
さ
ん
の
う
ち
半
数

は
、
一
年
以
内
に
別
の
骨
折

を
起
こ
し
て
病
院
に
戻
っ
て

き
て
し
ま
う
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
「
骨
折
の
連

鎖
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
。我

々
は
骨
折
を
起

こ
し
て
し
ま
っ
た
患

者
さ
ん
を
治
療
し

て
、
そ
の
人
に
骨
粗

し
ょ
う
症
の
治
療
が

さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
、
入
院
を
機
に
骨

粗
し
ょ
う
症
の
お
薬

を
始
め
て
も
ら
い
ま

す
。
し
か
し
こ
れ
は

あ
く
ま
で
も
骨
折
と

い
う
不
幸
を
起
こ
し
て
し

ま
っ
た
人
に
し
か
介
入
で
き

な
い
わ
け
で
、
氷
山
の
一
角

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々

整
形
外
科
医
は
、
骨
折
を
起

こ
す
前
の
「
か
く
れ
骨
粗

し
ょ
う
症
」
を
見
つ
け
、
骨

折
を
減
ら
す
た
め
に
、
骨
密

度
の
検
診
を
強
く
勧
め
て
い

ま
す
。
当
院
で
も
簡
易
で
は

あ
り
ま
す
が
骨
密
度
の
測
定

を
し
て
い
ま
す
し
、
血
の
検

査
で
も
わ
か
る
項
目
が
あ
り

ま
す
。
血
圧
は
い
つ
も
測
る

の
に
、
高
血
圧
と
同
じ
く
ら

い
多
い
骨
粗
し
ょ
う
症
の
検

査
は
し
な
い
な
ん
て
、
変
で

す
よ
ね
？
自
分
の
骨
と
向
き

合
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
自
分

の
足
で
歩
き
ま
し
ょ
う
！

連 載
第
三
回
　
骨
粗
し
ょ
う
症
と
骨
折

診
察
室
だ
よ
り

デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

木
太
協
同

お
問
い
合
わ
せ
・
ご
相
談
は　

☎
（
〇
八
七
）
八
一
二
ー
五
八
四
〇

●
介
護
事
業
所
紹
介
●

高松平和病院　整形外科
髙橋啓太 医師

医療生協の病院は「いのちは平等」の立場で差額ベッド料はいただいていません。

利用者さんに大変喜ばれているお出かけ（道の駅 牟礼にて）

2014年　鶴尾支部総会にて
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①　

右
側
の
絵
に
は
八
つ
の
ま
ち
が
い
が
あ
り
ま
す
。

郵
便
ハ
ガ
キ
に
右
側

の
絵
だ
け
貼
っ
て
、
ま

ち
が
い
箇
所
に
赤
色
印

を
つ
け
て
下
さ
い
。
住

所
、
氏
名
、
年
齢
を
ご

記
入
の
上
、
身
近
な
出

来
事
、
ご
意
見
、
ご
感

想
な
ど
、
何
か
「
一

言
」
を
そ
え
て
ご
応
募

下
さ
い
。
ご
意
見
、
ご

感
想
は
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。（
匿
名
希
望
の
方

は
そ
の
旨
を
お
書
き
く

だ
さ
い
。）

②　

〆
切　

五
月
末
日

③　

抽
選
で
六
名
様
に

「
粗
品
」
進
呈
。

④　

当
選
者
は
誌
面
に
て

発
表
し
ま
す
。

⑤　

宛
先
〒
七
六
〇	 –	

〇
〇
七
三

高
松
市
栗
林
町
一–	

三	 –	

二
十
四

香
川
医
療
生
協
内　
『
み
ん
な
の
健
康
』
編
集
部

三
月
号
の
応
募
は
三
十
七
通
で
、
正
解
者
は
三
十
五
名
で
し

た
。
抽
選
の
結
果
次
の
六
名
の
方
が
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

紙
本　

艶
子　

高
松
市	

三
重
三
枝
子　

丸
亀
市

山
田　

幸
子　

高
松
市	

小
比
賀
弥
代
子　

高
松
市

平
石　

節
子　

高
松
市	

松
井　

啓
子　

高
松
市

ⓒ
幼
児
の
学
習
素
材
館

●椅子に正しく座る　
①骨盤を立てる
②背中は反らない
③アゴは引く
☆チェックしてくださいね☆

●座ってできる腹筋の鍛え方
座っていても腹筋を緩ませないこと
が大切です。仕事の合間、喫茶店で
のおしゃべり途中などに行なってく
ださい。
片足を上げて10秒止める。
10回繰り返す。
☆コーヒー飲みながら
　でもできますよ☆

モデル／みき診療所デイケア　理学療法士　新開琢士

座ってできる腰痛体操
	 体つくり隊❽

訪問看護ステーションみき
　作業療法士　村川　琢人

4月より協同病院より訪看STみきに異動してき
ました。

日頃よりの「虹の箱」への投書や電話でのご意見ありがとうございます。
各利用委員会では皆様からの声をもとに病院への改善や回答を求めて
おります。皆様のご意見の趣旨に応えていきたいと思います。
（高松平和病院　087−833−8113　医　事　課　長　中山まで）
（高松協同病院　087−833−2330　利用委員会事務局　清水まで）
（生協みき診療所　087−891−0303　事　　務　　長　藤本まで）

事業所利用委員会（高松協同病院）
「虹の箱」投書・ご意見 回　　　答

●「カレーたべたい」 ●（通所リハの利用者さんからの投
書と思われました）
　ご意見ありがとうございました。
通所をご利用されている方で、
カレーライスの希望が多いこと
がわかりました。検討した結果、
カレーライスもメニューに取り
入れることになりました。　
　また、カレーライスもお楽しみ
下さい。	 （給食委員会）

●ブレーカーが落ちてこま
る。テレビが消える。水
がとまる。

●（通所リハの利用者さまからの投
書と思われました）
　ご迷惑をおかけして誠に申し訳
ありません。
　給湯配管の組み換えで、一部電
気温水器を使用するようになり、
消費電力の高いドライヤーや電
子レンジなどを使用するとブ
レーカーが落ちるようになって
しましました。
　電気機器の使用場所変更で、対
応しています。さらに、停電が
発生するようでしたら電気工事
も検討いたします。
　	 （事務次長　大山哲也）

※利用委員会が回収したみなさんのご意見に対する回答です。

東エリア事業所利用委員会ではみなさんのご意見をもとに、病
院・事業所の運営やご利用される環境を改善します。　
病院への投書箱は、１階受付、１階トイレ曲がり角、2階東病
棟デイルーム2ケ所、2階西病棟談話コーナー、2階西病棟公衆電
話横の6箇所に設置しています。　
ぜひご意見をお聞かせください。よろしくお願いいたします。

事業所利用委員会　事務局　清水彩子

みんなで医療生協の事業を発展させるために「年１回は増資（１口千円）」にご協力ください。

高
齢
者
の
く
ら
し

相
談
実
施
中

高
齢
期
運
動
連
絡
会
で
は
、

相
続
・
遺
言
・
贈
与
・
近
隣
関

係
・
成
年
後
見
制
度
・
健
康
や

介
護
に
つ
い
て
の
困
り
ご
と
無

料
相
談
会
を
し
て
い
ま
す
。
予

約
制
で
す
の
で
、
ま
ず
は
左
記

へ
お
電
話
下
さ
い
。

●
開
催
日
時

毎
月
第
二
、
第
三
木
曜

午
後
一
時
半
か
ら
四
時

●
会
場

香
川
医
療
生
協　

相
談
室

（
高
松
市
藤
塚
町
一–

一
七–

一
）

予
約
先 

〇
九
〇–

九
七
七
一–

五
四
八
七

（
出
ら
れ
な
い
場
合
は
、
後
ほ
ど
返
信
い
た
し
ま
す
）

無
料
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一
九
八
二
年
五
月
に
高
松
平

和
病
院
に
整
形
外
科
を
開
設

し
、
本
年
四
月
で
手
術
件
数
が

一
万
件
を
突
破
し
ま
す
。

四
月
に
定
年
を
迎
え
ま
す

が
、
外
来
も
手
術
も
こ
れ
ま
で

通
り
つ
づ
け
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

高松平和病院
副院長　真鍋　等

引
き
続
き
診
療
し
ま
す
関
節
痛
や
腰
の
痛
み
は
が
ま
ん
せ
ず

に
い
つ
で
も
当
院
を
ご
利
用
下
さ
い

田
中
支
部　

横
山
茂
美
さ
ん

私
が
、
他
家
を
訪
問
し
た
時

の
挨
拶
は
「
今
日
は
変
わ
り
な

い
」弾

け
る
よ
う
な
子
供
の
声
が

小
さ
く
な
り
、
高
齢
化
・
一
人

暮
ら
し
が
増
え
て
い
る
私
の
住

む
地
域
。
誰
か
が
誰
か
に
、
ま

た
お
互
い
に
声
を
か
け
合
う
。

そ
ん
な
輪
が
少
し
ず
つ
拡
が
る

為
の
一
役
を
買
う
。

役
は
さ
さ
や
か
で
良
い
、
地

域
に
根
付
い
た
手
配
り
さ
ん
な

ら
ば
。「
手
配
り
さ
ん
」
ほ
っ

こ
り
す
る
言
葉
だ
。

き
続
き
お
願
い
し
ま
す
。

「
カ
フ
ェ
・
は
ー
も
に
ー
」

高
松
市　

小
比
賀
弥
代
子
さ
ん

み
ん
な
の
健
康
を
手
配
り
で

届
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
中
に
南
ブ
ロ
ッ
ク
の
「
カ

フ
ェ
・
は
ー
も
に
ー
」
の
チ
ラ

シ
が
入
っ
て
い
ま
す
。
モ
ー
ニ

ン
グ
を
一
度
食
べ
に
行
き
た
い

も
の
で
す
。
第
三
木
曜
日
（
マ

マ
カ
フ
ェ
）
な
ら
行
け
る
の
で

す
が
若
い
人
と
は
…
。

南
組
合
員
セ
ン
タ
ー
で
は
第

三
と
第
四
木
曜
日
九
時
三
十
～

十
一
時
三
十
分
「
た
ま
り
場
カ

フ
ェ
・
は
ー
も
に
ー
」
を
オ
ー

プ
ン
し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
の

日
も
ど
な
た
で
も
お
越
し
頂
け

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
ま

せ
♪

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
♪

高
松
市　

宮
下
和
雄
さ
ん

糖
尿
病
治
療
の
た
め
高
松
協

同
病
院
で
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
か
ら
一
日
一
万
歩

以
上
を
目
標
に
日
々
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
組
合
員
活
動
ニ
ュ
ー

ス
に
載
っ
て
い
る
屋
島
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
も
次
回
か
ら
挑
戦
し

て
み
よ
う
か
な
と
考
え
て
い
ま

す
。

肛
門
外
来
始
め
ま
し
た
。

　

高
松
市　

吉
本
洋
子
さ
ん

「
肛
門
外
来
始
め
ま
し
た
」

を
読
み
始
め
て
知
り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
科
が
増
え
る
の
は
と

て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。
年
を

取
る
と
眼
科
に
も
通
う
こ
と
が

多
い
で
す
。
平
和
病
院
に
も
眼

科
が
出
来
れ
ば
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

胃
カ
メ
ラ
…
。

木
田
郡　

Ｔ
・
Ｔ
さ
ん

ま
た
胃
カ
メ
ラ
の
時
期
が
近

づ
い
て
い
ま
す
。
い
つ
も
ド
キ

ド
キ
し
て
怖
い
の
で
す
が
、
優

し
く
し
て
頂
い
て
少
し
で
も
救

わ
れ
ま
す
。

健
康
第
一

丸
亀
市　

三
重
三
枝
子
さ
ん

常
日
頃
の
各
自
の
健
康
生
活

に
役
立
つ
情
報
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
引 〈5月号〉

緩
和
ケ
ア
病
棟
で
は
、
今
年

も
二
月
十
一
日
に
多
職
種
二
十

名
が
集
ま
り
、
一
年
間
の
振
り

返
り
と
次
年
度
の
目
標
の
検
討

会
を
開
き
、
熱
い
討
議
を
行
い

ま
し
た
。
二
〇
一
六
年
度
は
病

棟
開
設
か
ら
五
年
目
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
五
年
間
を
振
り
返
る

と
、
開
設
一
年
目
は
と
に
か

く
病
棟
の
運
営
を
軌
道
に
乗

せ
「
患
者
様
の
望
む
ケ
ア
」
が

提
供
で
き
る
環
境
や
体
制
、
人

材
作
り
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

二
年
目
か
ら
は
緩
和
ケ
ア
病
棟

に
つ
い
て
多
く
の
人
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
「
地
域
連
携
懇

談
会
」
や
、
香
川
緩
和
ケ
ア
研

究
会
で
の
「
事
例
検
討
会
」
の

開
催
参
加
な
ど
を
し
、
地
域
医

療
機
関
と
の
連
携
を
す
す
め
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
年
に
一
度

大
切
な
家
族
を
看
取
っ
た
ご
家

族
と
語
り
合
う
「
す
ず
ら
ん
の

つ
ど
い
」
開
催
や
「
緩
和
ケ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
活
動
開

始
な
ど
質
の
高
い
ケ
ア
を
目

指
し
た
年
で
し
た
。
そ
し
て

二
〇
一
三
年
度
は
中
島
医
師
を

緩
和
ケ
ア
専
門
研
修
に
送
り
出

し
、
二
〇
一
四
年
度
に
は
緩
和

ケ
ア
医
師
二
名
体
制
で
の
緩
和

ケ
ア
医
療
を
実
現
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
開
設
準
備
か
ら
関

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
吉
川
医
師

が	

退
職
と
な
り
、
二
〇
一
五

年
度
は
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
新
た

に
蓮
井
医
師
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
現
在
、
蓮
井
医

師
は
内
科
と
緩
和
ケ
ア
科
を
兼

務
で
す
が
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
の

仕
組
み
の
見
直
し
と
内
科
と
の

連
携
を
調
整
す
る
な
ど
し
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
患
者
様
の
受

け
入
れ
を
行
う
こ
と
が
出
来
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
二
〇
一
六

年
度
は
、
超
高
齢
化
時
代
へ
向

け
情
勢
が
地
域
包
括
ケ
ア
へ
移

行
す
る
中
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
に

も
「
症
状
緩
和
と
看
取
り
の

場
」
か
ら
「
在
宅
へ
の
支
援
と

連
携
」
と
い
う
役
割
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
検
討
会
で
は
在

宅
医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
る

退
院
支
援
・
在
宅
療
養
中
の
が

ん
終
末
期
患
者
様
の
緊
急
受
け

入
れ
な
ど
の
課
題
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
時
代
の
流
れ
と

共
に
少
し
ず
つ
緩
和
ケ
ア
病
棟

の
役
割
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
中

で
、
私
た
ち
の
病
棟
理
念
「
そ

の
人
ら
し
く
生
き
て
い
け
る
よ

う
に
」
の
実
現
を
目
指
し
こ
れ

か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

来
年
度
の
目
標
検
討
会
を
終
え
て

こ
の
五
年
間
を
振
り
返
る　

緩
和
ケ
ア
病
棟
師
長　
橋
本 

志
衣

2カ月に1回　ご近所5〜10軒の機関紙手配りにご協力ください。

香川医療生協本部
（担当・松岡）〒760-0073	高松市栗林町1-3-24

☎087-812-6301

高松平和病院（栗林町）
正職員・夜勤ができる方、外来当直パート
高松協同病院（木太町）
正職員・夜勤ができる方
訪問看護ステーションみき
（三木町）正職員・パート

看
護
師
募
集
！

●
郵
便
は
が
き
に
作
品
を
お
書

き
い
た
だ
き
お
送
り
く
だ
さ

い
（
お
一
人
三
点
ま
で
）。

な
お
、
作
品
は
未
発
表
に
限

り
ま
す
。

●
締
め
切
り
は
五
月
三
十
一
日

必
着

●
優
秀
作
品
に
は
粗
品
を
進
呈

し
ま
す
。
ま
た
み
ん
な
の
健

康
七
月
号
に
掲
載
す
る
と
と

も
に
、
香
川
医
療
生
協
の
病

院
・
診
療
所
の
掲
示
板
に
掲

示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
匿
名
希
望
の
方
は
そ
の
旨

お
書
き
く
だ
さ
い
）

●
宛
先　

〒
七
六
〇–

〇
〇
七
三　

高
松
市
栗
林
町
一–

三–

二
四

香
川
医
療
生
協
内	

「
み
ん
な
の
健
康
」
編
集
部

5
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

禁
煙
川
柳
大
募
集
!!
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五
月
三
十
日
は
世
界
禁
煙

デ
ー
で
す
。
歯
科
に
「
禁
煙
」

は
無
関
係
に
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
密
に
関
連
が
あ
り
ま
す
。
喫

煙
は
歯
周
病
の
二
大
危
険
因
子

の
ひ
と
つ
で
、
た
ば
こ
を
吸
う

人
は
吸
わ
な
い
人
に
比
べ
て
二

～
八
倍
歯
周
病
に
か
か
り
や
す

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
タ
バ
コ

に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
は
、
血

流
を
悪
く
し
歯
肉
に
酸
素
や
栄

養
を
い
き
わ
た
り
に
く
く
す
る

だ
け
で
な
く
、
免
疫
細
胞
の
働

き
を
抑
え
抵
抗
力
も
落
ち
る
の

で
喫
煙
者
は
歯
周
病
が
治
り
に

く
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

喫
煙
者
の
歯
周
病
治
療
に
は

禁
煙
が
有
効
な
手
段
で
す
が
、

そ
れ
と
同
様
に
日
々
の
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
や
定
期
的
な
歯
石
と
り

が
必
要
で
す
。

六
月
四
～
十
日
の
歯
と
口
の

健
康
週
間
に
合
わ
せ
て
歯
の
定

期
検
診
と
禁
煙
に
つ
い
て
考
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

そ
れ
で
は
こ
れ
か
ら
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

□
歯
肉
が
腫
れ
た
部
分
が
あ
る

□
口
臭
が
気
に
な
る

□
歯
肉
が
や
せ
て
き
た

□
歯
と
歯
の
間
に
物
が
詰
ま
る

□
歯
が
浮
い
た
感
じ
が
あ
る

□
歯
肉
か
ら
膿
が
出
た
こ
と
が

あ
る

□
指
で
触
る
と
少
し
グ
ラ
つ
く

□
派
を
磨
い
た
後
歯
ブ
ラ
シ
に

血
が
つ
く
こ
と
が
あ
る
。

一
個
で
も
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
る

方
は
歯
科
医
院
で
相
談
し
て
も

ら
い
、
歯
磨
き
の
指
導
や
歯
周

病
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

三
月
十
九
日
、
高
松
・
コ
ト

デ
ン
瓦
町
駅
前
で
、
ス
ト
ッ

プ
！
戦
争
法　

総
が
か
り
香
川

県
民
の
会
主
催
の
「
３
・
19
戦

争
法
廃
止
を
め
ざ
す
県
民
集

会
」
が
開
か
れ
一
万
二
〇
〇
〇

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
戦
争
を

さ
せ
な
い
一
〇
〇
〇
人
委
員

会
、
護
憲
香
川
、
香
川
県
平
和

労
組
会
議
、
香
川
革
新
懇
、
九

条
の
会
か
が
わ
、
県
労
連
は
じ

め
、
香
川
民
医
連
と
と
も
に
香

川
医
療
生
協
の
各
支
部
か
ら
多

数
の
組
合
員
が
参
加
し
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
集
会
に
は
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
（
シ
ー
ル
ズ
）
の

代
表
が
参
加
し
た
ほ
か
、
結
成

さ
れ
た
ば
か
り
の
「
安
保
関
連

法
に
反
対
す
る
マ
マ
の
会
＠
香

川
」
の
若
い
マ
マ
さ
ん
た
ち
も

参
加
、「
戦
争
法
を
廃
止
せ
よ
」

「
ア
ベ
政
治
を
許
さ
な
い
」「
野

党
は
共
闘
」
な
ど
を
コ
ー
ル
、

瓦
町
か
ら
三
越
前
ま
で
高
松
市

の
中
央
商
店
街
を
デ
モ
行
進
し

て
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

一
内
閣
が
憲
法
解
釈
を
変
更

立
憲
主
義
・
民
主
主
義
に
反
す

る
ア
ベ
内
閣

戦
後
七
〇
年
、
歴
代
自
民
党

内
閣
が
憲
法
に
違
反
す
る
と
し

て
き
た
「
集
団
自
衛
権
」
を
ア

ベ
内
閣
は
勝
手
に
憲
法
解
釈
を

変
え
て
、
平
和
主
義
か
ら
「
戦

争
が
で
き
る
国
づ
く
り
」
へ
と

転
換
を
図
り
ま
し
た
。
憲
法
学

者
の
圧
倒
的
多
数
、
全
国
す
べ

て
の
弁
護
士
会
、
国
会
で
の
参

考
人
す
べ
て
が
憲
法
に
違
反
す

る
と
指
摘
し
た
「
安
保
関
連
法

制
」
で
す
が
、
自
民
公
明
の
与

党
は
国
民
多
数
の
反
対
の
声
を

無
視
し
て
昨
年
九
月
十
九
日
強

行
採
決
で
「
成
立
」
さ
せ
、
三

月
に
は
施
行
し
ま
し
た
。

戦
争
法
「
成
立
」
後
も
戦
争

法
反
対
の
国
民
の
運
動
は
沈
静

化
す
る
ど
こ
ろ
か
、
全
国
各
地

で
続
い
て
い
ま
す
。

さ
る
二
月
十
九
日
、
民
主
、

共
産
、
維
新
、
社
民
、
生
活
の

五
党
が
党
首
会
談
で
、
①
安
保

法
制
の
廃
止
と
集
団
自
衛
権
容

認
の
閣
議
決
定
撤
回
②
ア
ベ
政

権
の
打
倒
を
め
ざ
す
③
国
政
選

挙
で
現
与
党
お
よ
び
そ
の
補
完

勢
力
を
し
ょ
う
す
う
に
追
い
込

む
ー
な
ど
で
合
意
。
そ
の
た
め

の
選
挙
協
力
の
協
議
に
入
る
こ

と
で
合
意
し
た
の
で
す
。

七
月
の
参
院
選
は
憲
法
を
守
る

か
ど
う
か
の
一
大
決
戦

安
倍
首
相
は
在
任
中
に
改
憲

す
る
言
明
し
ま
し
た
。
七
月
の

参
院
選
は
自
民
・
公
明
の
与
党

連
合
対
五
野
党
＋
国
民
の
た
た

か
い
に
な
り
ま
す
。

香
川
医
療
生
協
は
生
協
の
土

台
で
あ
る
憲
法
の
国
民
主
権
、

平
和
主
義
、
基
本
的
人
権
を
守

る
た
め
に
、
戦
争
法
廃
止
を
求

め
る
二
〇
〇
〇
万
統
一
署
名
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
民
医
連

の
事
業
所
、
労
組
、
保
険
薬
局

と
「
四
者
共
闘
」
で
、
街
頭
で

の
宣
伝
活
動
の
ほ
か
、「
憲
法

カ
フ
ェ
」
や
、
学
習
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

鑑
賞
な
ど
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
・
支

部
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

統
一
署
名
は
三
月
末
ま
で
に

六
〇
〇
〇
筆
を
超
え
、
さ
ら
に

増
え
て
い
ま
す
。

ご一緒に歩きましょう！原水爆禁止平和大行進香川県内コース 5月22日スタート！　日程は3面に掲載

憲
法
違
反
の「
安
保
法
制
」

＝
戦
争
法
を
廃
止
さ
せ
よ
う
！

香
川
医
療
生
協
で
は
、
医
療

系
学
生
一
年
生
に
少
し
で
も
香

川
医
療
生
協
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
香
川
大
学
幸
町
キ
ャ
ン
パ

ス
近
辺
に
医
療
系
学
生
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
新
歓
時
期
限
定

（
四
～
七
月
）
で
オ
ー
プ
ン
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
学
科
看

護
学
科
一
年
生
対
象
に
毎
週
木

曜
日
の
お
昼
休
み
の
時
間
に
、

医
師
を
は
じ
め
と
し
た
職
員
を

講
師
に
医
療
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
の
ラ

ン
チ
作
り
は
、
組
合
員
さ
ん
に

お
手
伝
い
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
毎
回
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
で
、

学
生
に
大
好
評
で
す
。

二
〇
一
五
年
は
、
毎
回
約

十
人
の
学
生
が
参
加
し
て

く
れ
、
約
四
十
人
の
学
生

と
新
た
に
知
り
合
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
中
か
ら
将
来
、

香
川
医
療
生
協
で
働
く
未

来
の
お
医
者
さ
ん
・
看
護

師
さ
ん
を
育
て
て
い
き
ま

す
。
お
知
り
合
い
に

医
学
生
・
看
護
学
生

が
い
ま
し
た
ら
ぜ
ひ

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

医
療
系
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

〝
ラ
ン
チ
医
療
セ
ミ
ナ
ー
”開
催
中
！

【お問合せ先】
TEL：087-833-8113（代表）　携帯：090-7579-4259
医学生担当：小池・中田・野口

昨年のランチ医療セミナー風景

県内の野党はじめシールズ代表、戦争法に反対するママ会も参加した県民集会

歯
周
病
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
し
ょ
う

へ
い
わ
歯
科　
歯
科
衛
生
士　
科
長　
中
塚
あ
け
み
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高 松 協 同 病 院 ☎（087）833−2330
■内科・リハビリ科 ●6月より診療体制が変更になります。

●午前中の受付は12時迄です。
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 〜 12 :30 田中・中尾
宮田

田中・中尾
北原紀

田中・宮田
北原紀

田中・北原紀
宮田（第1・3）

宮田
中尾（10:00 〜）
北原紀

北原紀（第1・3）
宮田（第1・3）
田中（第2）
中尾（第4）
北原孝（第2・4・5）午後　3:00 〜 5 :00（月〜水）

　　　3:00 〜 6 :00（金）　　 宮田・中尾 田中・中尾
北原紀 宮田　北原紀 北原孝・中尾

宮田

■外科・整形外科
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 〜 12 :30 田中 田中 田中・栗生 田中 栗生（毎週）
午後　3:00 〜 5 :00（火）
　　　3:00 〜 6 :00（水） 田中 栗生

へいわこどもクリニック ☎（087）835−2026　病児保育はとぽっぽ ☎087−835−2065
月 火 水 木 金 土

午	　　　前 9:00 〜 12 :00 9 :00 〜 12 :00 9 :00 〜 12 :00 9 :00 〜 12 :00 9 :00 〜 12 :00 9 :00 〜 13 :00
午	　　　後 4:00 〜 7 :00 4 :00 〜 7 :00 4 :00 〜 7 :00 4 :00 〜 7 :00 4 :00 〜 7 :00

●月・火・水・金午後1:30 〜 4:00は、乳幼児健診、予防接種、専門外来などを行っています。

善 通 寺 診 療 所 ☎（0877）62−0311
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 〜 12 :30 藤原 担当医 藤原 藤原 藤原/担当医 藤原/担当医
午後　3:00 〜 6 :00 藤原 藤原 藤原/担当医

●火・木午後は往診を行っています。

生 協 み き 診 療 所 ☎（087）891−0303
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 〜 12 :30 担当医（内科）梶　（内　科）梶　（内　科）担当医（内科）梶　（内　科） 担当医※
午後　3:00 〜 6 :00 担当医（内科）梶　（内　科）梶　（内　科）平野（小児科）梶（往診後外来）平野（小児科）

※第4・第5土
曜日は休診

●往診時間外の急患の方は、平和病院で対応させていただきます。お電話で平和病院（☎833−8113）へご連絡のうえ、平和病院へお越し下さい。

生 協 へ い わ 歯 科 ☎（087）837−6480
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 〜 12 :30 尾平野 今川 尾平野 今川・尾平野 尾平野 担当医
午後　3:00 〜		7 : 00 今川・尾平野 今川 尾平野 尾平野

※月曜は18:30まで

コープ歯科まるがめ ☎（0877）58−1888
月 火 水 木 金 土

午前　8:40 〜 12 :30 砂田 砂田・尾平野 砂田 砂田 砂田 担当医
午後　2:00 〜 7 :00 砂田 砂田・尾平野 砂田 砂田

診 療 案 内診 療 案 内香川医療生活協同組合
高 松 平 和 病 院 （救急指定病院） 代表電話:087−833−8113（下記の直通電話をご利用下さい）

月 火 水 木 金 土

内 科
☎833-8114

午　前
9:00 〜 12 :00

蓮井・豊岡	
担当医

高木
担当医

担当医
佐藤龍

高木	
担当医

蓮井・高木
豊岡・原田

担当医
（一診・二診）

午　後
3:00 〜 6 :00 高木・担当医

何森晶（4 : 00 〜 6 : 00）
原田・佐藤龍

担当医・長町
（2 : 00 〜）　 担当医

●医師体制の都合により、木曜午後の診療は休診とさせていただいております。
乳 腺 外 来
☎833-8113

午　前
9:00 〜 12 :00 何森亜 何森亜

（第1・3・5） 何森亜
●乳腺外来は午後休診です。

緩 和 ケ ア
相 談 外 来
☎833-8113

午　前
11:00〜 12:30

中島
（予約要）

午　後
	3 :00 〜 5 :00

中島
（予約要）

蓮井
（予約要）

中島
（予約要）

整 形 外 科
☎833-8113

午　前
（予約優先） ※真鍋・中平 中平 真鍋 真鍋・髙橋 中平 真鍋（第1・3）

髙橋（第2）
森口（第4）
中平（第4・5）午　後

	3	 : 00 〜 5 :00
（完全予約制）

田賀谷

緩 和 ケ ア
相 談 外 来

蓮井 火 15 :00 〜 17 :00

中島
月 15 :00 〜 17 :00
水 15 :00 〜 17 :00
木 11 :00 〜 12 :30

乳 腺 外 来 何森亜
火 ９:00 〜 12 :00
第1・3・5水 ９:00 〜 12 :00
木 ９:00 〜 12 :00

禁 煙 外 来 内科医 水 16 :00 〜 17 :00
肛 門 外 来 豊岡 水 16 :00 〜 17 :00

●　専　門　診　療　●

★
診
療
体
制
に

つ
い
て

●内　　科 	・	午前の予約をお取りでない方の受付時間は12時までとさせていただいております。
	・	午後の予約をお取りでない方の診療開始時間は4時からとさせていただいております。

●整形外科
※月曜日8:45〜11:00の真鍋等医師は予約新患のみです。股関節や膝の手術の相談はお気軽にどうぞ。
・診察は予約制となっていますが、8：30から9：30まで当日受付も行っています。
・予約外の患者さまは待ち時間が長時間になりますのでご理解のほどよろしくお願いします。

診察予約・お問合わせは各科
直通電話をご利用下さい

外
来
部
門

【受付時間】
内科
平日 9:00 〜 18:00　土曜 9:00 〜 12:30
乳腺外来
平日 9:00 〜 17:00　土曜 9:00 〜 12:30
緩和ケア相談外来
平日 9:00 〜 17:00
整形外科
平日11:00〜17:00　土曜 11:00 〜 12:30
医事課 ☎087	-	833	-	8112
内　科 ☎087	-	833	-	8114

入
院
部
門

【受付時間】9:00 〜 21:00
3 病棟 ☎087	-	833	-	8895
4 病棟 ☎087	-	833	-	8912

健
診
部
門

【受付時間】
平　日 9:00 〜 17:00
土曜日 9:00 〜 12:30
健康づくり課 ☎087	-	833	-	8524

2016年5月1日現在

内
　
　
科

循 環 器
高 血 圧 高木医師の外来担当時に診察いたします。

肝 臓 蓮井医師の外来担当時に診察いたします。

消 化 器 蓮井・豊岡医師の外来担当時に診察いたします。

呼 吸 器 原田医師の外来担当時に診察いたします。

糖 尿 病 火・水午前。香大医師が担当いたします。

〈高松平和病院エリア〉
介 護 老 人 保 健 施 設「 虹 の 里 」

☎（087）862 − 6541
老人介護支援センター「ほのぼの」

☎（087）862 − 6516
訪問看護ステーション「ひまわり」

☎（087）862 − 1039
ヘルパーステーション「虹の里」

☎（087）862 − 6689
デイサービスセンター「はーもにー」（太田）

☎（087）815 − 5631
デイサービスセンター「はーもにー栗林」

☎（087）833 − 6250
デイサービスセンター「はーもにーぽっぽ藤塚」

☎（087）813 − 1621
ヘルパーステーション「はーもにー」

☎（087）815 − 5651
居宅介護支援事業所「はーもにー」

☎（087）888 − 7175
〈高松協同病院エリア〉

デ イ サ ー ビ ス 協 同
☎（087）833 − 2347

デ イ サ ー ビ ス 木 太 協 同
☎（087）812 − 5840

介 護 支 援 セ ン タ ー 協 同
☎（087）812 − 5502

高松協同病院通所リハビリテーション
☎（087）833 − 2401

高松協同病院訪問リハビリテーション
☎（087）833 − 2416

デイサービス「はーもにー六条」（民家型）
☎（087）887 − 2603

ヘルパーステーション「はーもにー協同」
☎（087）887 − 2645

〈善通寺診療所エリア〉
訪問看護ステーション「ほがらか」

☎（0877）56 − 5566
ヘルパーステーション「ほがらか」

☎（0877） 56 − 5578
〈生協みき診療所エリア〉

訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン「 み き 」
☎（087）891 − 0503

ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ ン「 み き 」
☎（087）891 − 0532


